
～ 8年　2月　27日

（対象者数） 27 （回答者数） 10

～ 8年　2月　27日

（対象者数） 7 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・社会性や対人関係の育ちを意識した支援の強化

2

・活動ごとのねらいの明確化

3

・外出や社会体験の機会を取り入れている

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・発達段階に応じたグループ分けや個別対応の充実

2

・支援目標の明確化と評価の実施

・職員間での振り返りやケース共有の強化

3

・活動の充実に対して、支援のねらいや成長の見える化

に課題がある

・安全配慮と支援を同時に行う必要がある

・活動重視により振り返りや評価の時間が不足しやすい

・音楽や創作、外出など多様な経験を提供できている ・外出や社会体験の機会を取り入れている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・発達段階や特性の違いにより、一斉的な関わりでは対

応が難しい場面がある

・利用児の発達年齢や行動特性の幅が広い

○従業者評価実施期間
8年　1月　13日

○従業者評価有効回答数

・個別支援と集団活動のバランスを取りながら支援が行

えている

・非言語的コミュニケーションにも配慮した関わりを

行っている

○事業所名 きらり

○保護者評価実施期間
8年　1月　13日

○保護者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
8年　3月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・幅広い年齢層・発達段階に対応できる支援力がある ・個々の特性や状態に応じて活動内容を柔軟に調整している

事業所における自己評価総括表公表


